


































想、が政府間協議に上る 1953年から 54年にかけて，一貫して EPC構想の成
否に関わる枢要なものであった。本節では，政府間協議が本格化する 1952












































































年 2月 1 日に， ビドー邸で開催された外務省幹部との会談でほぼ確定し
た(九当時の最高幹部に加えその後のケドルセの中核を担う中堅幹部がそ
ろったこの会議で，ビドーと外務官僚は率直な意見交換を行い，連邦主義者















































































































































































































































第2節の最後でふれたように， 3月 1 日のストラスブールでのアドホッ
ク議会総会での EPC設立条約の採択は， このような政府間協議が進む中で
行われたものだった。このストラスブールでの外相会談で問題になったのは，










































































EPCの姿 権限拡大 執行権 対外政策 上院 経済統合
フランス ニ共同体 否定的: 閣僚理事会 ニ共同体踏襲 パリテだが 否定的
Coife 全会一致承認 問題視せず
西 独 ドイツ的連邦 肯定的: 欧州政府 新権限付与 加重性 推進的
自動的
イタリア 連邦的 肯定的: 欧州政府 新権限付与 加重性 弱く推進的
自動的
ベルギー 国家連邦 肯定的: 閣僚理事会 パリテ閣僚 推進的
全会一致承認 +欧州政府 理事会
オランダ EEC的 肯定的. 閣僚理事会 二共同体踏襲 加重性選出 強く推進的
経済領域優先 +欧州政府 制j
ルクセン 二共同体 否定的: 閣僚理事会 二共同体踏襲 パリテ閣僚 保留的(農
プルグ Coife 全会一致承認 理事会 業除外希望む






























































































































な ~\o それは複数の国家から成る一つの共同体である (Communauté




























































ン (WalterHallstein :西独外務次官)，べンヴェヌーティ (Ludovico 
Benvenuti:イタリア外務次官補)，スタルケンボルグ (A.W. L. Tjarda 
van Starkenborgh Stachouwer :元オランダ領インドシナ総督，特別全権
大使)，デ・ステルケ (Andrede Staercke :ベルギー NATO常駐大使)，
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マジュル CPierreMajerus :ルクセンブルグ全権大使)である。これらの
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表4 EPCおよび農業統合交渉のアクターの選好(箔弧内は所属政党)(119) 
超国家的 国家連合的 政府間的 反統合/自由貿易
テトジャン (MRP) モレ?(SFIO) ビドー (MRP)? ビドー (MRP)
フランス シュー マン (MRP) ロランス (CNIP) ウォルムセル(外): 
フリムラン (MRP) フランス連合重視 | 
西 独
ブレンター ノ (CDU) ハルシュタイン(外) ミュー ラー =アル エアハルト (CDU):I マック(経) 自由貿易重視
イタリア スピネッリ デガスペリ?(DC) 
ベルギー ドゥヒユー ス (PSB) スノア(経:PSC) ファン・ゼー ランスパー ク (PSB) ド(PSC)
























































































だヨーロッパ草がその安全保障を担う， というものだった (Dujardin& 
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